
本校研究 

２ 本校の研究構造
県 

本校の研究構造は、キャリア教育の視点を踏まえた教育活動の深化の過程を表す４段階

で示すことができます。平成２６年度から平成２８年度に研究の柱に据えたＡＲＡ・ＳＨ

Ｉの教育プログラムの構築では、その研究構造の第１段階及び第２段階の内容を体系的な

整理を進めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＲＡ・ＳＨＩの教育プログラムの構築にあたり、「育てたい力」をベースにして「ど

んな授業をすればいいのか」と「何を教えればいいのか」を明確にして、評価・改善活動

を繰り返すこと、個々の児童生徒にどのような変容があるかを蓄積することによって個別

の教育プログラムが作成され、それを根拠にして教育活動が行われるという視点を踏まえ

ました。 

また、各学習グループ研究の活性化及び各学部間連携を図りながら、共生社会の実現に

向けて、個々の児童生徒が自立と社会参画できる力を身に付けることができるよう、研究

活動をとおして教育活動の活性化を図っていきます。 

② 

共生社会の実現
自立と社会参画を実現する学校

たくましく・ほがらかに・のびやかに活動できる児童生徒の育成

地域資源の活用、地域協働活動
「学び」と「仕事」「暮らし」をつなぐ教育

教育課程の編成
「育てたい力」の獲得を目指した学習活動
評価の観点、評価規準、評価基準の設定

個別の教育支援計画や個別の指導計画に基づく教育

学習指導要領に基づく年間指導計画
共通のアセスメントに基づく学習

本校の研究構造

各学部間連携
（連続したつながり）
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各学習グループ研究の活性化
（専門性の向上と研究活動の活性化）

ＡＲＡ・ＳＨＩの 
教育プログラム 


